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人類の歴史において、人口は長い間ゆるやかに増加した
が、特に 20 世紀後半から発展途上国における急激な人口
増加が見られる。また、地球上には、十分な食料を得るこ
とができず、栄養不足に苦しむ人々が数多く存在する。
今日、なぜ食料不足で苦しむ人々がいるのだろうか？　
食料不足をなくすには、どうしたらいいのだろうか？　今
回は、人口問題と食料問題について、発展途上国に焦点
をあてて考えてみよう。

□統計資料により、世界の総人口について、また、大陸ごとの人口の分布について確認しよう。

□地図帳で、インドおよび大都市のコルカタ、そしてアフリカのケニア、ソマリア、ウガ

ンダの場所を確認しよう。

□私たちの身の回りにはどのような食料問題があるか考えてみよう。

地 理

人口・食料問題をめぐる旅

今回
学ぶこと

1st stage 発展途上国の人口問題

先進諸国は、人口が停滞、もしくは減少傾向にあるが、
発展途上国では人口増加が続いている。発展途上国では
もともと出生率も死亡率も高かったが、衛生状況の改善
や医療の進歩によって、死亡率が低下した。出生率が高
いままで死亡率が低下したため、爆発的な人口増加が引
き起こされた。発展途上国では、農村地域から都市への
人口移動が顕著で、都市における過密の問題が深刻化し
ている。現在、インドは世界第 2位の人口をもつ。出生
率は低下してきたが、将来、中国の人口を上回ると予想
されている。

2nd stage アフリカの食料問題

世界全体でみると、耕地面積は拡大し、農業生産は増
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加してきた。しかし、食料の生産は地域的に不均等であり、
生産地域と消費地域には大きな隔たりがある。食料を自
給できない国や、栄養不足や飢餓に直面する人々も多い。
特にアフリカでは、食料不足の問題が深刻である。農
業生産力を上回るペースで人口が増加すると、伝統的な農
業では食料が十分に供給できない。輸出用農産物の生産
が農業に適した土地を占有している場合もある。また、干
ばつや洪水などの自然災害や、不安定な政治や内戦（地
域紛争）なども、食料不足の原因である。

3rd stage 食料問題の解決に向けて

先進諸国による人道的な食料援助は、一時的な効果は
あっても、発展途上国の食料問題を根本的に解決するも
のではない。食料援助がかえって発展途上国の農業の発
展を阻害する場合もある。
食料を自給できるような体制の整備を目指して、農業
技術の開発と普及を支援したり、ネリカ米（アフリカの
イネに収量の多いアジアのイネを交配させて作った新し
い品種で、開発には日本も参加した）のように、地域の
条件に適した作物の開発と普及を支援することが重要で
ある。食料を自給できるような農業の発展のためには政
治の安定が前提となる。

先進国の人口は減少傾向にあるが、発展途上国では人口の増加が続いている。特にイ
ンドでは、地方の村々から大都市に多くの人々が流入して過密化が大きな問題になっ
ている。将来、インドの人口は中国を上回ると予想される。
人口増加は食料不足という問題を引き起こす。特に人口増加率が目覚ましいアフリカ
では、内戦や干ばつなども加わって食料不足が深刻化し、乳児の死亡率も高くなって
いる。政治や暮らしの安定化が求められる。
食料不足に苦しむ国々に、先進国による資金や食料の援助が行われている。しかし、
物資の支援は、食料問題を根本的に解決することにはならない。食料が自給できるよ
うに、農地の開発や農業技術の指導などさまざまな支援が必要となる。最近では、新
しく開発されたネリカ米に、大きな期待が寄せられている。

今回のまとめ


